
 

  平成 28 年 6 月 21 日 

九 州 地 方 整 備 局 

     ２ ２ 時 ０ ０ 分 

 

6 月 20 日からの大雨における 

緑川ダムと堤防の緊急復旧による治水効果について 

 

○緑川ダムにおける洪水への備え 

平成 28 年熊本地震により堤防が変状し本格的な復旧前の状態にあったことか

ら、緑川ダムでは、灌漑用水の利水者のご理解とご協力の下でこの時期のダム

の水位を約 10m 下げて洪水に備えていました。 

 

○緑川ダムの洪水操作 

  6 月 20 日より 21 日未明にかけて熊本県内では、時間雨量 100mm を超える大雨

となったことから、6月 21 日 0 時 55 分より、緑川ダムへ流れてくる水量を緑

川ダムに約 920 万 m3（25m プール 約 25,500 杯分）貯めて、ダム下流へ流す水

量を最大 64％低減させる操作(洪水調節)を実施しました。 

 

○緑川ダムの洪水調節の効果 

  この操作により、ダム下流の中甲
ちゅうこう

橋
ばし

水位観測所において、ピーク時の河川水

位を最大約 1.36m 低下させ、河川の最高水位を約 0.45m 低下させたと推測され

ます。これは、水防警報・洪水予報の基準水位の通常運用において「氾濫危険

水位※1」を「避難判断水位※2」まで引き下げる効果です。 

 

○堤防の緊急復旧による洪水の安全な流下 

  なお、田口橋下流では地震直後、堤防に亀裂が生じ、今回の出水により河川

水位が亀裂付近まで上昇していたものと想定されますが、堤防の緊急的な復旧

工事とダムによる河川水位の低下により、より安全に洪水を流すことで大きな

被害は発生しませんでした。 

 

※1 河川が氾濫する恐れのある水位（避難勧告等を発令する目安） 

※2 避難準備情報等を発令する目安 

 

 

【問い合わせ先】国土交通省 九州地方整備局 河川部 

河川計画課長 坂井 佑介 

          電話：０９２－４７１－６３３１(代表) 

０９０－２５１１－９６７５（携帯） 



緑川ダムの洪水調節効果 （緑川の水位低下）① 【H28.6.20梅雨前線豪雨】

※ダムがない場合の河川水位やその軽減量等、本発表における数値は速報値です。最終的に整理される数値とは異なる場合があります。

○６月２０～２１日の降雨状況

○緑川ダムの洪水操作

※出典：気象庁ＨＰ

ダム下流河川へ流す水量を最大64％低減させる
操作(洪水調節)を実施

※出典：国土交通省 Xバンドレーダー
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左岸側
右岸側

ダムにより1.36m低下

△ダムによる調節後の実測水位 35.96m

▽緑川ダムがなかった場合の計算水位 37.32m

○緑川ダムにおける水位低減効果（最大）

中甲橋水位観測所（下益城郡美里町）地点
水位低減効果図

水位低減効果 0.45m

ピーク時水位低減効果（最大） １．３６ｍ

甲佐雨量観測所と山都雨量観測所で１時間
降水量の日最大値として観測史上1位

甲佐雨量観測所 150.0mm／時間
山都雨量観測所 126.5mm／時間

今回の大雨で貯めた水量
920万立方㍍

中甲橋水位観測所 観測水位グラフ

ダム貯水池
１０ｍ下げて運用

観測所実績水位

ダムがなかった場合の計算水位

水位低
減効果
64％

＜流入量＞
(ダムへ流れてくる水量)

2,006立方㍍／秒

＜放流量＞
(下流の河川へ

流す水量)
721立方㍍／秒



▽16.23

堤防の変状が発生した田口橋下流においても、ダムによる洪水
調節により、３９ｃｍの河川水位を低下させる効果があり、緊急
的な復旧工事と併せてより安全に洪水を流下させることが可能
となった。

○水位低減効果と基準水位との関係○堤防の復旧に併せ洪水を安全に流下

緑川ダムがなかった
場合の計算水位

０．３９ｍ

被災直後の堤防

▽17.39m
▽16.62

暫定運用 通常運用

T.P ３７．３２ｍ

T.P ３６．８７ｍ

緊急復旧後の堤防

※堤防に入った亀裂の一番深い位置から０．７７ｍまで
迫っていたことが想定される。

※堤防の緊急復旧及びダムによる水位低下により、堤防天端から４.２６ｍ下を洪水が流れることとなり、より安全になった。
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HWL 
T.P 38.39(5.91m)

T.P 37.08(4.60m)

T.P 36.58（4.10m）

T.P 35.48(3.00m)

T.P 34.48(2.00m)

T.P 34.18(1.70m)
※( ) は量水標の読み値

T.P（ｍ）

水防警報・洪水予報の基準水位の通常運用において「氾濫危険
水位」を「避難判断水位」まで引き下げる効果があった。

ダムによる調節後の
実測水位

（緑川ダムがなかった場合の計算水位）

（実際の水位：田口橋下流地点に換算）

田口橋下流（18.4km）地点

０．７７ｍ

４．２６ｍ

※ダムがない場合の河川水位やその軽減量等、本発表における数値は速報値です。最終的に整理される数値とは異なる場合があります。

緑川ダムの洪水調節効果 （緑川の水位低下） ②【H28.6.20梅雨前線豪雨】


	【アンダーライン追記】6月20日からの大雨における緑川ダムが行った洪水操作の効果について - 反映
	（最終）★緑川ダム効果



